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横浜遠足を終えて 

２学年主任 岩下 周史 
過日６月２３日（金）に２学年は、横浜みなとみらい地区・関内・石川町・中華街周辺を目的地とし

て全３７班が班別自主行動という形態で遠足に行ってまいりました。 

 横浜遠足には、大きな目的として「郷土理解」・「職業理解（キャリア学習）」・「スキルアップ（情報収

集力、企画・計画力、伝達・発信力）」があり、生徒たちは、事前学習や遠足当日の体験を通して得た情

報をもとに、事後学習で「横浜観光ツアー」の企画・提案を行います。そのため、今回の遠足は、実施

して完結ではなく、あくまでもツアーの企画に向けた視察という目的がありました。 

 また、新型コロナ感染症による制限が緩和されたことや来年度実施予定の修学旅行・我々２学年が目

標とする「心でつながる学年」を目指す足掛かりとして、例年とは異なる新たな取組（活動時間の延長・

現地での班ごとの昼食・昼食以外の飲食の許可・標準服での活動・各班貸出スマートフォンの所持等）

も導入しました。 

 新たなことに挑戦することは、リスクがあり、勇気がいることですが、我々２学年の生徒たちは「自

立（自律）」と「信頼関係」という言葉を胸に、大きな問題もなく、最高の結果を残してくれました。遠

足当日には、各班様々な問題に直面しましたが、自分たちで判断し、臨機応変に対応する姿に確かな成

長と今後の可能性を感じました。また、我々の手から離れた所で、目的達成のために懸命に頑張る姿や

しっかりとルールを守ろうとする姿に、学年としての「心のつながり」を感じました。 

 最高で、愛おしく、誇れる２学年の生徒一人ひとりの頑張りに、我々教師も大きな刺激を受け、「もっ

ともっと生徒たちのために頑張らなくては」と思わせてもらえた有意義な行事となりました。２学年一

同、これからもまだまだ頑張ります！ 

 

足柄遠足に行ってきました！ 

１学年主任 川内 清 

 6月 23日（金）1年生は梅雨の季節で天気も心配されましたが、ほどよい涼しさの中で足柄遠

足に行ってまいりました。昨年、一昨年に続き、「プロジェクトあしがらアドベンチャーPAA」の

プログラムを各クラス 2グループで個性あふれるファシリテーター（支援者）さんのもと、様々な

課題の仲間づくり体験をしてきました。ファシリテーターの代表の方は「本気でみんなにぶつかっ

ていきます！」と、この体験を通して、何かを感じ取ってほしいと準備・活動をしてくださいまし

た。この赤学年では評議の人を中心に「☺ne☆ Team～あったかい言葉を増やそう～」をこの行

事の目標にして、整列から開閉会式など率先して進めてくれました。活動中の子どもたちの歓声や

生き生きとした笑顔がとても印象に残りました。また一緒に活動する中で、「人との距離感」や「声

かけ」、クラスの仲間と課題を解決していく姿に新たな発見や成長を感じました。今回の体験で学

んだことが、これからの生活に生かされるよう、子どもたちと一緒にやっていきたいと思う遠足と

なりました。保護者の皆様には準備など様々なご協力をいただき、大変ありがとうございました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

７月号 
令和５年  ６月３０日     

横浜市立希望が丘中学校 

 

 

 

 

 

学校教育目標（令和２年度より） 

◎ 人を愛し、人に愛されながら、夢や目標をかなえるために 

1) 考えを形成し、伝え合うなかで集団の考えを深化・発展させる能力を身につける 【知】 

2) 他者の考えや思いを受け止めて聴き、寄り添う態度を身につける 【徳】 

3) 安全で健康的な生活を営むために、基本的な生活習慣を身につける 【体】 

4) 決まりを理解し、集団のなかで、協働・協調する姿勢を身につける 【公】 

5) 自身の意思を決定し、意図的・計画的に表現する実践力を身につける 【開】 

    



～校外学習の報告～ 

 

「信歩」～自由に彩るスケッチブック～                         横浜遠足実行委員長  

スローガンの「信歩」は、今回の遠足で私たちに求められている信頼と進歩をかけ合わせた言葉で

す。サブタイトルの「自由に彩るスケッチブック」には、先生方と自分たちの信頼関係、日頃の自分

たちの生活の様子から実現できたルールの中で、各班の色々な発想を、真っ白なスケッチブックに、

それぞれのクライアントに沿った企画を自分たちの色で作り上げるという意味が込められています。 

（今回の遠足のコースは、それぞれが「ツアーコンダクター」となり、クライアントを想定して決め

ました）横浜遠足を終えて、一人ひとりが希望が丘中学校の生徒の代表として、➀郷土理解、②職業

理解③スキルアップ④自立（自律）⑤信頼関係の５つの目標達成に向けて取り組めたと思います。 

 今後の事後学習や合唱コンクールなどの行事においても横浜遠足の目的を大切にしながら、それぞ

れのねらいや目的を達成できるように取り組みたいと思います。 

 

 「防災訓練・引き取り訓練」を実施します。 

生徒が在校中の時間内に大規模地震が発生したと想定して訓練を実施します。生徒の安全確保を第１に

考え、保護者への確実で速やかな引き取りが行えるように訓練します。また、「東希望が丘小学校」と同

日の実施となりますが、中学生の引き取り場所は「希望が丘中学校」になりますのでご了承ください。 

詳しい情報は、後日お知らせいたします。訓練の目的をご理解いただき、一人でも多くの保護者の方

にご参加いただけますようにご協力をお願いいたします。 

フードドライブへのご協力をお願いします。 

 

 

 

 

昨年度は保護者の皆様、地域の方々からたくさんのご協力をいただき、総重量２５㎏

を超える食品を社会福祉協議会へとお渡しできました。今年度もご協力をよろしくお願

いいたします。 

「☺ne☆ Team～あったかい言葉を増やそう～」               足柄遠足実行委員長  

このスローガンは、学校にも慣れてきて「ちくちく言葉」が増えてきているということが理由です。

「あったかい言葉」にあふれ、みんなで「One Team」になれる足柄遠足にしたいという思いから決

めました。私たちが取り組んだ PAA活動というのは、出された課題をグループで解決していくもの

で、「あったかい言葉」を増やすというスローガンにはぴったりな活動だったと感じています。   

また、この活動は足柄でこそできたことだと思っています。学校内ではなかなか感じられない大自

然のなか、頭と体を使って、仲間と協力して取り組んだ課題を達成した時の感動は、言葉には表せな

いものでした。私たちは PAA活動を通してあらためてグループで話し合い、一人ひとりの声に耳を

傾けることの大切さを知ることができました。しかし、全員に自信をもって声を上げてもらうために

は、それぞれが「あったかい言葉」をかける努力が必要だということにも気づかされました。私は活

動しているみんなを見ていて、スローガンを達成することができたと感じています。なぜなら、みん

なが笑顔でとても楽しそうに活動していたからです。 

私たち１年生はこれからも「あったかい言葉」を絶やさず、みんなでOne Teamになっていこう

と思います。 

日時 ７月６日（木）８：００～８：３０ 

条件 未開封の食品で消費期限が９月６日（水）以降のもの  

ただし、生もの、アルコール類は受け付けません。 


